ややこしや～ややこしや～:双子が出てくる文学の楽しさ by 志村 恵
金沢大学サテライト・プラザ ミニ講演  
日時 平成１６年４月１０日（土） 午後２時～３時３０分 
会場 金沢大学サテライト・プラザ講義室（金沢市西町教育研修館内） 
 
演題 「ややこしや～ややこしや～ －双子が出てくる文学の楽しさ－」 
































































































人の男の子の父親になります。それがユダヤの 12 部族のもとです。 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































では，大体 1000 回出産があったら 6，７回といわれていました。最近，それが上がってき
て，石川県は全国でも双子以上の多胎児の出生率が高いほうです。特定の病院が頑張って
いるということですが，1000 分の 10 から 11 です。そうすると人口の２％くらいに当たり
ます。面白いことに不妊治療で双子が増えているのですが，一卵性の出生率は 1000 分の４
あたりで，これは世界じゅう同じです。つまり，偶然から生まれるので，確率も同じわけ
です。二卵性はホルモンの影響などいろいろあり，アフリカのあるところでは 10％近いと
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いう地域もあるぐらいです。 
 それから，作家の話ですが，自分が双子である作家は，アメリカのジョン・バース、ド
イツのイルゼ・アイヒンガーがそうです。芸術家でいうと，写真家の土田ヒロミや，「クロ
コダイル」というアニメーションを作ったブラザーズ・クエイなど何人かはいます。 
 
（質問者２） 双子ではないかたが双子を題材にしてこのようなたくさん作品を書いてい
るのはどうしてでしょうか。 
 
（志村） やっぱりアイデンティティの問題を扱いやすいということでしょう。それから
偶然や運命の問題が扱いやすい。また，遺伝と環境，命や死と関係していきます。神話の
世界でいうと，不思議な異能を持つ存在，珍しい存在ということで特殊性があったわけで
すが，時代が近代的になっていくと，自我の問題意識などが出てきます。本当に著名作家
が双子を扱っています。子どもものに関連して強調したいのは，本当にいい作家の双子も
のは本当にいいです。当たり前なのですが，本当にそう思います。いぬいとみこや松岡享
子，中川李枝子，今江禎智，灰谷健次郎など，皆さん，素晴らしいです。 
 あと一言。深層心理学的に人格を分けて書く場合があるのですが，人格を分離して書か
れた双子に一般的な人間の心理を研究する人たちがいます。ユングや河合隼雄などです。
双子もの，あるいは双子が出てくる神話を使って人間全体の心のありようや心の姿を研究
する人たちも，特にユング派の心理学者に多いようです。 
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